
令和元年度 第２回医療分野の研究開発関連の調整費の実行計画 

令 和 元 年 1 1 月 1 4 日 

健康・医療戦略推進本部決定 

「医療分野の研究開発関連の調整費に関する配分方針」（平成26年６月10日健康・医療戦略推進本部決

定）に基づいて、健康・医療戦略推進本部による機動的な予算配分を実施するとともに、研究現場の状況・

ニーズに対応した予算配分を実施するため、令和元年度第２回配分予定額は総額で89.2億円とする。

なお、配分方針及び事業ごとの配分予定額は以下のとおりとする。

１． 健康・医療戦略推進本部による機動的な予算配分（トップダウン型経費） ８８．４億円 

事    業    名 配分予定額（億円） 

ゲノム・医療データ基盤の構築に向けた取組み ７９．８） 

（コントロール群の構築） （５０．４） 

（疾病を有する者（がん患者）のゲノム解析） （２０．０） 

（大規模なゲノム解析及びゲノムデータの共有推進等に向けた基盤整備） （９．４） 

認知症研究の推進 ３．０） 

再生医療等研究の推進 ５．６） 

２． 研究現場の状況・ニーズに対応した予算配分（理事長裁量型経費） 

事    業    名 配分予定額（億円） 

橋渡し研究戦略的推進プログラム ０．８） 

（参考）科学技術イノベーション創造推進費555億円のうち175億円を医療分野の研究開発関連の調整費と

して充当。 
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ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
型
経
費
8
8
.4
億
円

令
和
元
年
度

第
２
回
医
療
分
野
の
研
究
開
発
関
連
の
調
整
費
の
配
分
に
つ
い
て

■
令
和
元
年
度
第
２
回
の
医
療
分
野
に
お
け
る
研
究
開
発
関
連
の
調
整
費
に
つ
い
て
は
、
「医
療
分
野
の
研
究
開
発
関
連
の
調
整
費
に
関
す
る
配
分
方
針
」

（平
成
26
年
6月
10
日
健
康
・医
療
戦
略
推
進
本
部
決
定
）に
基
づ
き
、
総
額
で
89
.2
億
円
を
配
分
予
定
。

■
内
訳
と
し
て
は
、

•
現
在
、
Ａ
Ｍ
Ｅ
Ｄ
に
て
実
施
し
て
い
る
研
究
開
発
が
計
画
の
範
囲
内
に
予
定
ど
お
り
進
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
結
果
と
し
て
、
「理
事
長
裁
量
型
」は
１
事

業
の
配
分
に
留
ま
っ
た
。

•
今
年
度
中
に
策
定
す
る
次
期
健
康
・医
療
戦
略
及
び
次
期
医
療
分
野
研
究
開
発
推
進
計
画
に
お
い
て
、
現
行
の
９
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
６
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
再
編

す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
主
に
第
４
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
「ゲ
ノ
ム
・医
療
デ
ー
タ
基
盤
」を
早
急
に
補
完
す
る
た
め
、
健
康
・医
療
戦
略
推
進
本
部
長
が
策
定
す

る
「ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
型
経
費
」を
調
整
費
創
設
以
来
初
め
て
配
分
す
る
こ
と
と
し
た
。 ■

（
前
倒
し
）
橋
渡
し
研
究
戦
略
的
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
0
.8
億
円

特
許
出
願
に
至
っ
た
シ
ー
ズ
の
実
用
化
を
加
速
す
る
と
と
も
に
、
シ
ー
ズ
の
市
場
性
を
評

価
し
て
価
値
を
高
め
て
企
業
に
交
渉
し
、
早
期
の
ラ
イ
セ
ン
ス
ア
ウ
ト
を
促
進
す
る
。

理
事
長
裁
量
型
経
費
0
.8
億
円

１
．
ゲ
ノ
ム
・医
療
デ
ー
タ
基
盤
の
構
築
に
向
け
た
取
組
み
79
.8
億
円

「骨
太
の
方
針
」（
令
和
元
年
6月
）等
を
踏
ま
え
、
年
内
に
策
定
す
る
具
体
的
な
実
行
計

画
を
来
年
度
以
降
着
実
に
開
始
で
き
る
よ
う
、
第
1回
ゲ
ノ
ム
医
療
協
議
会
（令
和
元
年
10

月
）に
お
い
て
示
さ
れ
た
全
ゲ
ノ
ム
解
析
等
を
、
今
年
度
中
に
調
整
費
を
活
用
す
る
こ
と
で

集
中
的
に
実
施
す
る
。

■
（
充
実
）
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
群
の
構
築
5
0
.4
億
円

ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
・
バ
イ
オ
バ
ン
ク
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（N
C
B
N
）
で
保
管
さ
れ
て
い
る
生
体

試
料
及
び
A
M
E
D
の
認
知
症
研
究
開
発
事
業
で
整
備
し
た
生
体
試
料
か
ら
質
の
高
い
検
体

（
各
1
万
検
体
）
を
対
象
と
し
て
全
ゲ
ノ
ム
解
析
を
行
う
こ
と
で
、
既
存
の
東
北
メ
デ
ィ
カ
ル
・
メ

ガ
バ
ン
ク
の
全
ゲ
ノ
ム
解
析
結
果
（
8
千
人
）
と
合
わ
せ
て
、
が
ん
等
に
関
わ
る
遺
伝
子
変
異

の
解
明
に
必
要
な
研
究
用
対
照
群
（
「
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
群
」
）
2
.8
万
人
分
を
今
年
度
中
に
整
備

す
る
。

■
（
前
倒
し
）
疾
病
を
有
す
る
者
（が
ん
患
者
）の
ゲ
ノ
ム
解
析
2
0
.0
億
円

■
（
充
実
）
大
規
模
な
ゲ
ノ
ム
解
析
及
び
ゲ
ノ
ム
デ
ー
タ
の
共
有
推
進
等
に
向
け

た
基
盤
整
備
9
.4
億
円
（充
実
）

２
．
認
知
症
研
究
の
推
進

■
（
前
倒
し
）
認
知
症
前
臨
床
期
に
お
け
る
薬
剤
治
験
に
即
刻
対
応
で
き
る

コ
ホ
ー
ト
構
築
3
.0
億
円

本
年
度
内
に
治
験
ニ
ー
ズ
の
高
い
認
知
症
前
臨
床
期
の
人
を
予
備
登
録
し
、
来
年

度
以
降
コ
ホ
ー
ト
の
本
格
構
築
（
2
0
0
人
/
年
登
録
ペ
ー
ス
で
計
4
0
0
症
例
登
録
）
を
開
始

す
る
こ
と
で
、
1
年
前
倒
し
で
2
0
2
1
年
度
中
に
コ
ホ
ー
ト
構
築
を
実
施
す
る
。

３
．
再
生
医
療
等
研
究
の
推
進

■
（
充
実
）
細
胞
の
国
内
安
定
供
給
体
制
の
構
築
5
.6
億
円

遺
伝
子
治
療
製
造
技
術
開
発
及
び
持
続
的
な
細
胞
安
定
供
給
体
制
の
た
め
、
生
体

組
織
の
入
手
が
容
易
で
、
か
つ
、
公
的
機
関
で
あ
る
国
立
成
育
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
細
胞
加
工
の
た
め
に
必
要
な
体
制
の
充
実
を
図
る
。

「健
康
・医
療
戦
略
推
進
本
部
（第
24
回
）」
（令
和
元
年
6月
）に
お
い
て
、
再
生
・細
胞
医

療
に
加
え
て
新
た
に
遺
伝
子
治
療
が
重
点
化
す
べ
き
研
究
領
域
の
１
つ
と
し
て
決
定
し
た
た

め
、
来
年
度
か
ら
開
始
さ
れ
る
同
領
域
で
の
研
究
開
発
の
加
速
・推
進
を
図
る
た
め
、
調
整

費
を
活
用
し
、
A
M
E
D
の
既
存
事
業
に
対
し
本
年
度
内
に
必
要
な
措
置
を
行
う
。

「認
知
症
施
策
推
進
大
綱
」（
令
和
元
年
6月
）に
お
い
て
研
究
開
発
分
野
で
の
K
P
I/
目
標

と
し
て
「薬
剤
治
験
に
即
刻
対
応
で
き
る
コ
ホ
ー
ト
を
構
築
」が
定
め
ら
れ
、
日
本
に
お
け
る

治
験
ニ
ー
ズ
の
高
ま
り
か
ら
可
能
な
限
り
早
急
な
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、

調
整
費
を
活
用
し
て
A
M
E
D
に
お
い
て
進
め
て
い
る
薬
剤
治
験
対
応
コ
ホ
ー
ト
構
築
を
前
倒

し
で
実
施
す
る
。

上
記
に
よ
り
構
築
さ
れ
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
群
と
の
比
較
対
象
と
し
て
、
全
国
の
が
ん
連
携
拠

点
病
院
等
が
保
有
す
る
遺
伝
性
が
ん
約
3
,0
0
0
人
の
全
ゲ
ノ
ム
情
報
解
析
を
今
年
度
中
に

開
始
す
る
。

ま
た
、
術
後
補
助
化
学
療
法
実
施
の
判
定
に
お
け
る
リ
キ
ッ
ド
バ
イ
オ
プ
シ
ー
（
※
）
の
有

用
性
を
検
証
す
る
こ
と
に
よ
り
、
リ
キ
ッ
ド
バ
イ
オ
プ
シ
ー
の
臨
床
可
能
性
の
評
価
を
加
速
す

る
。
（
※
）
リ
キ
ッ
ド
バ
イ
オ
プ
シ
ー
：
血
液
中
の
が
ん
由
来
の
遺
伝
子
異
常
の
有
無
を
検
出
す
る
方
法

次
期
計
画
に
備
え
、
本
年
度
中
に
上
記
の
全
ゲ
ノ
ム
解
析
実
行
の
解
析
基
盤
を
整
備
す

る
た
め
、
国
内
の
ス
ー
パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
活
用
す
る
。

ま
た
、
A
M
E
D
に
よ
る
デ
ー
タ
管
理
の
下
、
全
ゲ
ノ
ム
解
析
等
に
伴
う
今
後
の
ゲ
ノ
ム
デ
ー

タ
量
の
増
加
、
共
有
（
シ
ェ
ア
）
の
推
進
、
維
持
管
理
（
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
）
等
に
対
応
す
る

た
め
、
次
期
戦
略
に
お
い
て
A
M
E
D
で
整
備
す
る
予
定
の
横
断
的
ク
ラ
ウ
ド
シ
ス
テ
ム
の
試

行
実
証
と
し
て
、
調
整
費
を
活
用
し
、
A
M
E
D
が
実
施
す
る
ゲ
ノ
ム
デ
ー
タ
の
整
備
事
業
の
充

実
を
図
る
。

内
閣
官
房

健
康
・
医
療
戦
略
室
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調整費で措置したコントロール群の構築に向けて 

内閣官房健康・医療戦略室 

主な取組 

１． ゲノム解析 

（１）コントロール群の構築

① コントロール群のゲノム解析

〇がんや難病に関するゲノム医療を進めるために必要な「コントロール群」の構築

を目的として、国内のバイオバンクが所有する検体についての全ゲノム解析を行

う。 

② 国内コホート対象者のゲノム解析

〇認知症の危険因子の検証などを目的としたコホート（全国 8 市町）の生体試料に

つき全ゲノム解析を実施する。解析結果については、コントロールとして活用す

るとともに、認知症と遺伝子変異との相関等につき検証を行う。 

（※）①、②及び東北メディカルメガバンク（TMM）が有する解析データ（8 千人分）をあわせ

て合計 2.8万人分のコントロール群を構築する。これにより、一般集団中に 0.01％の頻度

で存在する遺伝子変異のうち、疾病発症の寄与が高いもの（相対危険度 5.0 以上）を検出する

ことが可能となる。この際には、遺伝性がん・難病等のコントロール群として、①、②及び

東北メディカルメガバンクが有するサンプルを確認することとする。 

（※）今後、関係研究者、戦略室、文科省、厚労省、AMEDにより、NCBN（1万人）、認知症コホ

ートの解析（1万人）、TMM（8千人）のコントロール群について、解析プロトコル等の調

整を行っていくこととする。 

２．大規模なゲノム解析及びゲノムデータ共有推進等に向けた基盤整備 

（１）ゲノム分析体制の構築に向けたスーパーコンピューターの連携

〇今後の大規模なゲノム解析を、国内のインフラを活用しながら効率的に進めること

等を目的として、国内のスーパーコンピューターを連携させることによるゲノム解

析基盤の構築を行う。 

（２）クラウドシステムの実現に向けた検証

〇今後のゲノムデータ量の増加に対応するとともに、データ共有の推進、データの維

持管理（サステナビリティ）等を目的として、国内にあるデータベースの横断的ク

ラウドシステム化に向けた検証（フィージビリティースタディー）を行う。
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